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学校施設改築・長寿命化改修計画について ※概要版

現状
（１ページ）

学校施設の79％が築40年以上。
老朽化が進行。

対応
（２ページ） 老朽化対策は、 「改築」を基本に実施

老朽化対策の順番
（３ページ） 早期改築着手校、第１、第２グループにグループ分け

教育環境の充実
（４ページ） 公平な環境、学校の独自性、新しい教育ニーズへの対応

地域に求められる役割
（５ページ） 避難所、地域開放、複合化への対応

整備方針の作成
（６ページ） 市で統一となる、学校全体や各諸室の整備方針を作成

整備スケジュールと費用
（７ページ）

２年ごとに２校のペースで改築を実施で、期間は32年。
改築費用は、1370億円。
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改築後の各諸室の整備方針について

①普通教室

④学校経営ルーム（校長室）

新しい学び
への対応

教職員の
働きやすい
環境づくり

②メディアセンター

③校務センター
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早期改築着手校の整備

八小 一中

令和４年度末に竣工
令和５年度から新校舎での教育活動をスタート
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普通教室（計画→実際の写真）
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メディアセンター（計画→実際の写真）

© 2023 Bluecat Studio
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校務センター（計画→実際の写真）

© 2023 Bluecat Studio
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学校経営ルーム（計画→実際の写真）

© 2023 Bluecat Studio
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避難所としての利用

八小
①500㎡→830㎡で収容人数
が増加
②間仕切りでセキュリティを確保
し、地域利用が可能。
③防災倉庫を体育館と一体的
に整備
④半屋外空間を設置
⑤地域利用ゾーンには、受水槽
からの給水、雑排水はプール
水を活用、ガスバルクでガス
供給、太陽光・自家発電・蓄
電池で電力供給・エアコン使
用が可能
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今後の老朽化対策の進め方

早期改築着手校(Ｈ30～Ｒ4)

第二期改築校 （Ｒ2～7）

改築費の増加

様々な変化
・35人学級
・１人１台タブレット
・物価高騰
・コロナ後の少子化進行
・ゼロ・カーボン
・避難所機能

Ｈ29～Ｒ１

Ｒ１～
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学校施設の整備スケジュールの見直しについて

学校施設の改築事業については、令和元年度に策定した府中市学校施設改築・長寿命化改修
計画（以下「計画」といいます。）に基づき、間断なく進めており、令和3年度には、第三期改
築実施校を選定するなど、老朽化対策の推進に努めてきました。
しかし、本年度末にしゅん工を予定している第一期改築実施校では、建築資材の高騰に加え、

防災や環境面など新たな学校に求められる役割や機能に応じた整備が必要になっていることな
どから、改築費用が想定以上に増加しており、今後も同様に改築事業を進めた場合、計画で定
めた総額1，370億円を超えてしまうことが懸念されます。
このことから、当初は、改築事業を継続しながら令和6年度に計画の改定を行うこととしてい
ましたが、改築事業を一部休止し、計画の改定後に再開するよう、整備スケジュールの見直し
を行うものです。

第三期改築実施校について
第三期改築実施校については、計画の改定を行う中で、校舎等の築年数や児童生徒数、学校
適正規模・適正配置検討協議会の検討状況などを踏まえ、改めて改築実施校の優先順位を検討
した上で、令和7年度以降に改築事業に着手します。このため、本年度に予定していた基本計画
及び基本・実施設計業務の受託者の選定については見送ることとします。

2022年12月28日府中市ホームページ掲載
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